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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長直方体の遊技媒体貸機本体の前面開口に、前記遊技媒体貸機本体内に設置した電装
部および薄片の識別機能を有する薄片識別装置の前面を覆う扉またはカバー（以下、第１
扉と呼ぶ。）を設け、
　前記第１扉の開閉を検知する扉検知スイッチを設け、
　データ設定用の設定スイッチが前記第１扉を開いた状態で操作可能に配置され、
　前記扉検知スイッチに、設定したデータの確定のための確定機能を持たせ、
　前記電装部の前面を覆う前記第１扉の下方の前記遊技媒体貸機本体の前面開口には、前
記遊技媒体貸機本体内に引き出し可能に支持した遊技媒体送出装置の上部に設けた遊技媒
体貯蔵容器へ遊技媒体を補給するため遊技媒体補給用開口を開閉するように支持した下部
扉またはカバー（以下、第２扉と呼ぶ。）を設け、
　異常モードのリセットスイッチが前記第２扉を開いた状態で操作可能な位置に配置され
たことを特徴とする遊技媒体貸機。
【請求項２】
　縦長直方体の遊技媒体貸機本体の前面開口に、前記遊技媒体貸機本体内に設置した電装
部および薄片の識別機能を有する薄片識別装置の前面を覆う扉またはカバー（以下、第１
扉と呼ぶ。）を設け、
　前記第１扉の開閉を検知する扉検知スイッチを設け、
　ファンクションスイッチが前記第１扉を開いた状態で操作可能に配置され、
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　異常モード時のエラーコードの表示部と警報する警報灯が、遊技媒体貸機の前面から視
認できるように設けられ、
　前記扉検知スイッチに、前記ファンクションスイッチによる売り上げ集計表示モードか
ら待機モードへの移行確定及び設定したデータの確定のための確定機能を持たせ、
　前記第１扉の下方の前記遊技媒体貸機本体の前面開口には、前記遊技媒体貸機本体内に
引き出し可能に支持した遊技媒体送出装置の上部に設けた遊技媒体貯蔵容器へ遊技媒体を
補給するため遊技媒体補給用開口を開閉するように支持した下部扉またはカバー（以下、
第２扉と呼ぶ。）を設け、
　異常モードのリセットスイッチが前記第２扉を開いた状態で操作可能な位置に配置され
たことを特徴とする遊技媒体貸機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定額の貨幣の挿入によって所定数のメダル等の遊技媒体を送出する遊技媒
体貸機に関し、特に扉（またはカバー）を開いた状態でデータ設定スイッチを操作する遊
技媒体貸機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術として、メダル貸機本体のハウジング内に紙幣識別ユニット、コントロールユ
ニット、メダルタンクユニット、メダル払い出しユニットを収納し、紙幣識別ユニットと
コントロールユニットの前面を開閉する上扉、メダルタンクユニットの前面を開閉する中
扉、メダル払い出しユニットの前面を開閉する下扉を設けたメダル貸機がある。（例えば
、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－０５３０１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このようなメダル貸機において、先行技術としては、上扉を開いた状態で操作可能にコ
ントロールユニットの前面に売り上げ集計スイッチとモード設定スイッチを設け、上扉を
開いた状態でこれらのスイッチを操作して、集計データをメダル貸機の前面に設けた表示
部に出力する売り上げ集計表示モードへの移行や、メダル払い出し枚数等を設定する設定
モードへの移行を行なっている。また、メダル詰まりやメダル払い出しユニットが引き出
されたとき等の異常モードになったときは、前記表示部に所定のエラーコードを表示する
と共にメダル貸機の前面に設けた警報ランプを点灯させる。
【０００４】
　しかし、売り上げ集計表示モードから待機モードへの移行確定及び設定データの確定の
ための確定操作と、表示部のエラーコードや警報ランプの消灯等の異常モードのリセット
（解除）操作のために、共通の操作スイッチが、中扉を開け、上扉の下方に位置する中扉
から手先を差し込んで、指で手前側に向けて操作するように、コントロールユニットの前
面側に設けている。このため、上扉を開いた状態で売り上げ集計スイッチとモード設定ス
イッチを操作した後、その確定の操作は、中扉を開けて操作しなければならず、２つの扉
を開くために操作性が悪いという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記のように１つの操作スイッチによって、モード切り替えの確定、設定デ
ータの確定、及び異常モードのリセットを行なうのではなく、このような確定と異常モー
ドのリセットは異なる種類であることに鑑みて、別個のスイッチでもって、且つ操作し易
い配置を採用することにより、このような問題を解決するものである。そのために、上扉
を開いた状態でデータを設定した後、データ設定後に上扉を閉じることによって、設定し
たデータの確定がされるように上扉スイッチを設けて目的を達成する。また、この上扉ス
イッチが上扉の開いた状態を検知するようにして、不正扉開放を検知できるようにするこ
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とによって、不正検知効果も期待できるものとする。
【０００６】
　本発明において、遊技媒体とは、遊技機で使用されるメダル、パチンコ玉等の総称であ
り、遊技媒体貸機は所定額の貨幣の挿入によってこれらの遊技媒体を所定数貸し出す機器
である。またコイン状部材とは、円形状硬貨、円形状メダル等を含めた総称であり、以下
に示す実施例では、遊技媒体をコイン状部材の一つである円形状メダルとして記載する。
また、薄片とは、紙幣を含むことは勿論のこと、プリペイドカードやその他のカードであ
って、遊技メダルの供給を受けるための有価カードを含めた総称であり、紙幣やカードの
材質は問わない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１発明の遊技媒体貸機は、
　縦長直方体の遊技媒体貸機本体の前面開口に、前記遊技媒体貸機本体内に設置した電装
部および薄片の識別機能を有する薄片識別装置の前面を覆う扉またはカバー（以下、第１
扉と呼ぶ。）を設け、
　前記第１扉の開閉を検知する扉検知スイッチを設け、
　データ設定用の設定スイッチが前記第１扉を開いた状態で操作可能に配置され、
　前記扉検知スイッチに、設定したデータの確定のための確定機能を持たせ、
　前記電装部の前面を覆う前記第１扉の下方の前記遊技媒体貸機本体の前面開口には、前
記遊技媒体貸機本体内に引き出し可能に支持した遊技媒体送出装置の上部に設けた遊技媒
体貯蔵容器へ遊技媒体を補給するため遊技媒体補給用開口を開閉するように支持した下部
扉またはカバー（以下、第２扉と呼ぶ。）を設け、
　異常モードのリセットスイッチが前記第２扉を開いた状態で操作可能な位置に配置され
たことを特徴とする。
【０００８】
　第２発明の遊技媒体貸機は、
　縦長直方体の遊技媒体貸機本体の前面開口に、前記遊技媒体貸機本体内に設置した電装
部および薄片の識別機能を有する薄片識別装置の前面を覆う扉またはカバー（以下、第１
扉と呼ぶ。）を設け、
　前記第１扉の開閉を検知する扉検知スイッチを設け、
　ファンクションスイッチが前記第１扉を開いた状態で操作可能に配置され、
　異常モード時のエラーコードの表示部と警報する警報灯が、遊技媒体貸機の前面から視
認できるように設けられ、
　前記扉検知スイッチに、前記ファンクションスイッチによる売り上げ集計表示モードか
ら待機モードへの移行確定及び設定したデータの確定のための確定機能を持たせ、
　前記第１扉の下方の前記遊技媒体貸機本体の前面開口には、前記遊技媒体貸機本体内に
引き出し可能に支持した遊技媒体送出装置の上部に設けた遊技媒体貯蔵容器へ遊技媒体を
補給するため遊技媒体補給用開口を開閉するように支持した下部扉またはカバー（以下、
第２扉と呼ぶ。）を設け、
　異常モードのリセットスイッチが前記第２扉を開いた状態で操作可能な位置に配置され
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　第１発明では、扉検知スイッチは、第１扉（またはカバー）の開閉状態の検出のみなら
ず、設定データの確定のための確定機能をもつため、第１扉（またはカバー）の開閉状態
の検出が確実であると共に、第１扉（またはカバー）を開けて行なう払い出し遊技媒体数
の設定変更等は、その操作を終わった後に閉じる第１扉（またはカバー）の閉止によって
確実に確定できることとなり、確定忘れによる動作不良等を防止できる。また、従来のよ
うに、確定操作のために第２扉（またはカバー）を開いてリセットスイッチを操作する面
倒さがないものとなる。また、この上扉スイッチが上扉の開いた状態を検知するようにし
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て、不正扉開放を検知できるようにすることによって、不正検知効果も期待できるものと
なる。
【００１１】
　第２発明では、扉検知スイッチは、第１扉（またはカバー）の開閉状態の検出のみなら
ず、モード選択スイッチで選択したモードを終了して他のモードへの移行確定、及び設定
データの確定のための確定機能をもつため、第１扉（またはカバー）の開閉状態の検出が
確実であると共に、第１扉（またはカバー）を開けて行なう売り上げ集計表示モードから
待機モードへの移行、及び払い出し遊技媒体数の設定変更等は、その操作を終わった後に
閉じる第１扉（またはカバー）の閉止によって、確実に確定できることとなり、確定忘れ
による動作不良等を防止できる。また従来のように、第２扉（またはカバー）を開いてリ
セットスイッチを操作する面倒さがないものとなる。
【００１２】
　第１発明または第２発明は、上記の効果に加えて、上記のような確定スイッチと異常モ
ードのリセットスイッチが、別個の扉を開けて作動する配置であるため、各スイッチの操
作ミスを少なくできる。また、第１扉（またはカバー）の開閉によって薄片識別装置に蓄
積された紙幣等が取り出し可能となる重要な管理と、このような紙幣管理に関係しない異
常リセット操作とを区別でき、管理上でも安全なものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の遊技媒体貸機は、縦長直方体の遊技媒体貸機本体の前面開口に、前記遊技媒体
貸機本体内に設置した電装部の前面を覆う扉（またはカバー）を設け、前記扉（またはカ
バー）の開閉を検知する扉検知スイッチを設け、データ設定用の設定スイッチが前記扉（
またはカバー）を開いた状態で操作可能に配置され、前記扉検知スイッチに設定したデー
タの確定のための確定機能を持たせている。本発明の実施例を以下に記載する。
【実施例１】
【００１４】
　次に、薄片をその代表的な紙幣で表し、遊技媒体としてのコイン状部材１００を円形状
の遊技用メダル１００とした本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明に係る
コイン状部材（メダル）貸機の正面図、図２は本発明に係るメダル貸機の前面扉を外した
状態の正面図、図３は本発明に係るメダル貸機の内部構成を説明する縦断側面図、図４は
本発明に係るコイン状部材送出装置の送出ロータ部とその上方のコイン状部材の収容部（
またはホッパと称する）の構成を示す縦断側面図、図５は本発明に係るコイン状部材送出
装置の上面斜視図、図６は本発明に係る第１扉（上扉）閉止状態における各種設定モード
解除機能に係るフローチャート、図７は本発明に係るコイン状部材送出装置を備えたメダ
ル貸機と遊技機の併設状態を示す正面図、図８は本発明に係るメダル貸機の前面扉を開い
た状態の内部構成の説明斜視図である。
【００１５】
　本発明の実施の形態を図に基づき説明する。コイン状部材としては、貨幣であるコイン
と遊技機専用のメダルがあるが、実施例では、コイン状部材がメダルである場合について
説明する。図７において、１は遊技機であり、スロットマシン、スロットルマシン、或い
はパチスロ機と称される遊技機を示す。遊技機１では所定のメダル１００が使用されるた
め、メダル投入口２５に遊技に必要な最低１枚のメダル１００が投入された状態において
、スタートレバー１Ａを操作することにより、３個のリール１Ｃが回転する。この状態で
タイミングを見て３個のストップボタン１Ｂを押すことにより、対応するリール１Ｃが順
次停止し、表面に表示された各リール１Ｃの図柄や数字の組み合わせに応じて入賞メダル
が、払い出し口からメダル受け皿１Ｄに払い出される仕組みである。
【００１６】
　遊技機１にはコイン状部材の貸機であるメダルの貸機ＭＫが併設される。メダル貸機Ｍ
Ｋは、前面に開口を形成した縦長直方体のメダル貸機ＭＫの本体２００内に、遊技用メダ
ル１００の供給を受けるために前面の挿入口１１１から挿入された紙幣や有価カード等の
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薄片の識別機能を有する薄片識別装置１１０（紙幣のみの場合は紙幣識別装置１１０とい
う）と、この薄片の挿入によって所定枚数のメダル１００を払い出すメダル送出装置２と
、電装部６０等が収納されている。メダル貸機ＭＫは、単に貸機と称する場合があり、ま
た、遊技機１相互間に配置されるため台間貸機とも称される。各遊技機１にそれぞれ貸機
ＭＫが併設配置され、この形態は一つの島を形成する状態であるため、これを遊技装置の
島、遊技島と称している。遊技機１と貸機ＭＫは、遊技島の外観形成を整えるために略同
一高さに形成されている。
【００１７】
　薄片識別装置１１０（実施例では紙幣識別装置１１０）は、挿入口１１１から挿入され
た薄片（実施例では紙幣）の真偽識別を行なうための識別機能部１１０Ａと、そこで識別
された真正薄片（実施例では紙幣）をスタックするスタック部１１０Ｂとからなる。所定
の薄片（実施例では紙幣）を薄片識別装置１１０（実施例では紙幣識別装置１１０）に挿
入することによって、メダル貸機ＭＫからメダル１００の供給を受けることができるもの
である。
【００１８】
　メダル貸機ＭＫは、縦長直方体のメダル貸機本体２００の前面に開口は、上部から下方
へ順に、第１扉（上扉）２０５、第２扉（中扉）２０６、及び第３扉（下扉）２０７で覆
われている。各扉はカバーと称しても差し支えない。第１扉２０５は、薄片識別装置１１
０と電装部６０を前面へ取り出し可能とするために、それらの前面を覆っている。また第
３扉２０７はメダル送出装置２の前面を覆っており、メダル送出装置２から送出されるメ
ダル１００を前面に設けたメダル払い出し部へ導く。このメダル払い出し部は、第３扉２
０７の全面に設けたメダル受け皿であってもよいが、実施例では遊技機１のメダル受け皿
１Ｄに導くノズル２Ｎで構成している。第３扉２０７の開閉はヒンジ機構でもよいが、実
施例では取り外し機構であり、ノズル２Ｎと共に第３扉２０７をメダル貸機本体２００か
ら取り外すことによって、メダル貸機本体２００内の支持部２１６に載置したメダル送出
装置２を、後述の貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐと共に、メダル貸機本体２００から前方へ
引き出しによって取り外すことができる。また、第２扉２０６は、後述のように、メダル
貸機本体２００の前面のメダル補給用開口を開いて、メダル送出装置２の上部に設けたメ
ダル収容部（ホッパ）５へメダル１００を補給するための補給用前面扉２０６である。
【００１９】
　第１扉２０５は、下端部をメダル貸機本体２００に水平軸の軸支持部２０４にて回動可
能に支持され、上部にロック用の施錠装置２１２を備えている。第２扉２０６は、下端部
をメダル貸機本体２００に軸支持部２０８にて回動可能に支持され、上部にロック用の施
錠装置２１３を備えている。第３扉２０７は、第２扉２０６を開いた状態でなければ取り
外しできない。即ち、第３扉２０７は、第３扉２０７の下端部２０７Ｄがメダル貸機本体
２００の下部に設けた係止フランジ２００Ｆに係止し、第３扉２０７の上端部２０７Ｕが
閉じている第２扉２０６の下端部２０６Ｄに近接している。このため、第２扉２０６を閉
じた状態では、第３扉２０７を持ち上げても第３扉２０７の上端部２０７Ｕが第２扉２０
６の下端部２０６Ｄに当接し、係止フランジ２００Ｆとの係止を外すことができないため
、第３扉２０７を取り外すことができない。第２扉２０６を開くことによって、第２扉２
０６の下端部２０６Ｄが第３扉２０７の上端部２０７Ｕから離れるため、第３扉２０７を
持ち上げれば第３扉２０７の下端部２０７Ｄが係止フランジ２００Ｆの係止から外れ、そ
の状態で第３扉２０７を取り外すことができる。なお、第３扉２０７の上部の着脱構成は
特開２０００－２０２１４７号と同様の構成である。
【００２０】
　メダル貸機ＭＫは、その内部の上部に薄片の一つである紙幣の真偽を識別する紙幣識別
装置１１０が配置され、下部にコイン状部材送出装置であるメダル送出装置２が配置され
、そして中間部に電装部６０が配置されている。
【００２１】
　紙幣挿入口１１１から挿入された紙幣の真偽判別を紙幣識別装置１１０で行い、識別し
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た真正紙幣はスタック部１１０Ｂへ積層収納するが、前記遊技島の裏側に設置した薄片搬
送装置（図示せず）によって、前記遊技装置の島の端部に設けた金庫へ搬送される仕組み
でもよい。メダル貸機ＭＫに適用可能な紙幣は、例えば、１０００円以外に、２０００円
、５０００円、１００００円の紙幣の一つ又は複数とすることもできる。実施例では、紙
幣挿入口１１１への１０００円紙幣の挿入によって５０枚のメダル１００が送出される（
払い出される）ように設定されている。
【００２２】
　電装部６０は、紙幣識別装置１１０とメダル送出装置２等に電気的に接続されている。
このため電装部６０は、紙幣挿入口１１１から挿入され紙幣識別装置１１０にて識別され
た真正紙幣の金額データの読み込み制御や、この金額データをメダル貸機ＭＫの前面板等
に設けた表示部に表示させる制御や、この真正紙幣の金額に対応してメダル送出装置２か
ら所定数のメダルを払い出す制御（実施例では、最低購入単位として１０００円分で５０
枚のメダルを払い出す）や、このメダル送出装置２から払い出すメダル数をメダル貸機Ｍ
Ｋの前面側に設けたＬＥＤ等で構成の表示部２１４に表示させる制御や、貯蔵容器（ホッ
パ）５Ｐの収納メダルの不足状態を検知する残量検知部ＥＳで検知し表示部２１４等で報
知する制御や、残量検知部ＥＳが最低残量を検知したとき、それ以降何回まで正規のメダ
ル払い出しを行うかの制御や、不正操作によるメダルの只取り防止のための不正検出装置
の制御や、不正検出時に表示部２１４にエラーコードを表示し警報灯２５７を点灯する制
御等を行う制御部６１を含む。
【００２３】
　紙幣識別装置１１０は、挿入口１１１から挿入された紙幣の真偽識別を行なう識別機能
部１１０Ａと、そこで識別された真正紙幣をスタックするスタック部１１０Ｂとからなる
。紙幣識別装置１１０は、後述の第１扉（上扉）２０５を開いた状態で、本体２００の左
右壁２０１、２０２に設けた左右レール部に前方へ引き出し可能に支持されており、紙幣
識別装置１１０への電源供給線と信号線は、紙幣識別装置１１０の挿入と引き出しに伴っ
て着脱されるコネクタ１１２にて、それぞれ対応する電装部６０の電源供給線と制御部６
１の信号線とに接続される。
【００２４】
　コイン状部材であるメダル１００の送出装置であるメダル送出装置２は以下の構成をな
す。即ち、合成樹脂製のベース部材４上には、円形状のコイン状部材であるメダル１００
を収納する収容部（またはホッパと称する）５を形成し、収容部（ホッパ）５内のメダル
１００を１枚ずつ送出する送出ロータ７を備えている。送出ロータ７は、収容部（ホッパ
）５の下部においてベース部材４上に略水平状態に配置され、複数の分離孔１０を形成し
た合成樹脂製であり、ベース部材４の後側に配置した電動機装置８からベース部材４内に
配置した複数歯車を含む伝動機構８Ａを介して、ベース部材４の上壁を貫通して延びる回
転軸９の先端部に、送出ロータ７が取り付けられている。
【００２５】
　メダル１００の収容部（ホッパ）５は、単一の形態のメダル収容部（ホッパ）であって
もよいが、メダル送出装置２をメダル貸機ＭＫの前面側へ引き出し可能にするために、上
下に分割可能な第１貯蔵部と第２貯蔵部とで構成している。即ち、メダル１００の収容部
（ホッパ）５は、第１貯蔵部を形成する貯蔵容器５Ｐと、貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐ上
に連続して形成された第２貯蔵部５Ｐ２とで構成し、貯蔵容器５Ｐと共にメダル送出装置
２をメダル貸機ＭＫの前面側へ引き出しできる。
【００２６】
　貯蔵容器５Ｐは、ベース部材４に着脱可能に取り付けられており、その後壁５Ｇ、左壁
５Ｈ及び右壁５Ｍの上端が、縦長直方体のメダル貸機ＭＫの本体２００の左右側壁２０１
、２０２と後壁２０３に当接状態で沿った大きさの矩形状に形成され、下面開口５Ｂは送
出ロータ７の外周に沿う円形状をなし、上側開口が略矩形状をなすように後述の送出通路
部１３側の壁とその対面側の壁が前記円形状から外方へ広がり、残りの対面する２つの壁
が前記送出ロータの周縁部から略垂直に延びており、下側が円形状であって上側が矩形状
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をなす容器形状である。この下面開口５Ｂに対応して送出ロータ７が配置される。
【００２７】
　貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐの矩形状の上側開口５Ａに連通して、貯蔵容器（第１貯蔵
部）５Ｐ上に第２貯蔵部５Ｐ２が連続して形成されている。第２貯蔵部５Ｐ２は、前面に
開口を形成した縦長直方体のメダル貸機ＭＫの本体２００の左右側壁２０１、２０２と後
壁２０３とで形成した空間によって形成されており、これによって、第２貯蔵部５Ｐ２は
前面に補給用開口を形成している。施錠装置２１３をキーによって外した状態で、この補
給用開口を開閉する補給用前面扉２０６を開くことにより、この第２貯蔵部５Ｐ２へメダ
ル１００を手動によって補給できる。補給用前面扉２０６は、上部が前方へ回動して開く
ように、下端部が水平軸の軸支持部２０８によって支持されている。第２貯蔵部５Ｐ２の
前面の補給用開口の底部には、補給案内底板２０９が第２貯蔵部５Ｐ２の左右側壁２０１
、２０２に亘って取り付けられている。また、補給用前面扉２０６の左右部分には、第２
貯蔵部５Ｐ２の左右側壁２０１、２０２沿って延びた補給案内左右板２１０、２１１が取
り付けられている。補給用前面扉２０６は、前方へ回動して略９０度の範囲で開くことが
できるように制限機構が設けられている。
【００２８】
　メダル送出装置２のベース部材４は、メダル貸機ＭＫの本体２００の左右側壁２０１、
２０２に取り付けた支持部２１６に載置され、これによって、メダル送出装置２は、第１
貯蔵部を形成する貯蔵容器５Ｐと共に、メダル貸機ＭＫの本体２００から前後方向に引き
出し可能である。メダル送出装置２は、メダル貸機ＭＫの本体２００内の所定位置に保持
されるが、この所定位置は、保持装置（図示せず）によって保持される。
【００２９】
　この構成において、メダル１００を管理者が手動補給する場合、補給用前面扉２０６を
前方へ回動して略９０度の範囲で開く。この状態で、第２貯蔵部５Ｐ２の補給用開口の左
右部分には、補給案内左右板２１０、２１１が露出して、補給されるメダル１００が左右
両側から零れないように作用し、また、第２貯蔵部５Ｐ２の補給用開口の底部に存在する
補給案内底板２０９によって、補給されるメダル１００が第２貯蔵部５Ｐ２及びその下方
の貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐへ導入される。
【００３０】
　貯蔵容器（ホッパ）５Ｐ内に収容されるコイン状部材１００であるメダル１００の荷重
が、送出ロータ７に掛かることを減衰するために、貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐの前壁５
Ｆから送出ロータ７の中央部上方位置へ向けて低く傾斜した減圧板３７を設けている。こ
の補給されるメダル１００は、貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐの後壁５Ｇへ直接落下し、そ
の傾斜に沿って送出ロータ７へ向けて移動するものと、減圧板３７に衝突して、減圧板３
７の傾斜に沿って移動するものがある。このようにして、貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐ及
び第２貯蔵部５Ｐ２内にメダル１００が収容される。
【００３１】
　貯蔵容器（第１貯蔵部）５Ｐの前壁５Ｆのコーナ部には、先端４６Ｐが回転する送出ロ
ータ７の分離孔１０に上方から近接するように延びたコイルバネで構成したメダル残留防
止部材４６が設けられている。このメダル残留防止部材４６は、送出ロータ７の回転に伴
って、メダル１００が抵抗を受け、横に倒れた水平状態のメダル１００が１枚ずつメダル
分離孔１０に入るように作用するものである。
【００３２】
　回転軸９の先端部に取り付けられた送出ロータ７は、図４に示すように、ベース部材４
の上面に形成した円形状の窪み４Ａに略水平状態に且つ窪み４Ａの表面から若干浮いた状
態に配置され、電動機装置８によって所定方向（図では時計方向）へ回転する。送出ロー
タ７の上面周縁部及び周囲面と若干の間隔を存して送出ロータ７の上面周縁部と周囲面を
覆うようにロータガイドリング２０が設けられている。ロータガイドリング２０は、窪み
４Ａを取り囲むように窪み４Ａよりも高い位置に形成した円形状の段部に載置され、ベー
ス部材４に形成した係止爪部によってベース部材４の所定位置に保持され、送出ロータ７
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が上方へ飛び出さないように保持する作用をする。ロータガイドリング２０の上面に形成
したリング部に、貯蔵容器（ホッパ）５Ｐの円形状の下面開口５Ｂが嵌合し、貯蔵容器（
ホッパ）５Ｐがベース部材４に取り付けられる構成である。
【００３３】
　送出ロータ７は、同心円上に複数の分離孔１０（図示のものは６個の分離孔を有するが
、これに限定されない）を略等間隔に配置した円盤状をなし、各分離孔１０は、メダル１
００の直径よりも若干大きい直径でもって送出ロータ７を上下に円形状に貫通している。
また、各分離孔１０の下側周縁部には、送出ロータの周縁に臨む開放出口を形成している
。
【００３４】
　この構成によって、送出ロータ７の回転によって、貯蔵容器（ホッパ）５Ｐのメダル１
００は、１枚ずつ分離して分離孔１０に順次入り込み、分離孔１０の底部に入り込んだメ
ダル１００は、前記開放出口から送出ロータ７の外方へ押し出される仕組みである。この
ようにして、メダル１００は、送出ロータ７の回転に伴って各分離孔１０から１枚ずつ送
出される。このようにして送出ロータ７の外方へ押し出されたコイン状部材１００は、送
出枚数検出部３２を通過し、メダル１００の厚さ及び直径よりも若干大きい寸法の送出口
１４を通り、ノズル２Ｎから遊技機１の前面に設けた受け皿１Ｄへ供給され、遊技客によ
る次の遊技に使用可能となる。
【００３５】
　このように、送出ロータ７の回転に伴ってメダル１００が１枚ずつ送出されるため、１
回のメダル貸し出しに必要な金額（実施例では１０００円）紙幣が遊技客によって紙幣挿
入口１１１へ挿入されることに応じて送出されるメダル１００の所定枚数（実施例では５
０枚）を予め制御部６１に設定しておけば、前記送出枚数検出部での検出に基づく計数値
がこの所定枚数（実施例では５０枚）に達したとき、制御部６１によって電動機装置８の
回転を停止するように構成すれば、安定した送出動作が得られる。
【００３６】
　上記のように、本発明のメダル貸機は、縦長直方体のメダル貸機本体２００の前面開口
を、上部から下方へ順に、第１扉（上扉）２０５、第２扉（中扉）２０６、及び第３扉（
下扉）２０７で覆われ、前記第１扉２０５は前記メダル貸機本体２００内に設置した薄片
識別装置１１０と電装部６０の前面を覆い、前記第２扉２０６は前記メダル貸機本体２０
０内に引き出し可能に支持したメダル送出装置２の上部に設けたメダル貯蔵容器５Ｐへメ
ダル１００を補給するためメダル補給用開口を開閉するよう下端部をメダル貸機本体２０
０に軸支持部２０８にて回動可能に支持され、第３扉２０７は前記メダル送出装置２から
送出されるメダル１００を遊技機のメダル受け皿１Ｄに導くノズル２Ｎが取り付けられて
前記メダル送出装置２の前面を覆っている。
【００３７】
　第１扉（またはカバー）２０５の開閉を検知する扉検知スイッチ２２０が本体２００内
に設けられ、第１扉（またはカバー）２０５が開くと扉検知スイッチ２２０が作動（実施
例ではＯＦＦ）し、それによって制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥＤ等）２５７が
点灯する。また、第２扉（またはカバー）２０６の開閉を検知する扉検知スイッチ２２１
が本体２００内に設けられ、第２扉（またはカバー）２０６が開くと扉検知スイッチ２２
１が作動（実施例ではＯＦＦ）し、それによって制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥ
Ｄ等）２５７が点灯する。また、第３扉（またはカバー）２０７の開閉を検知する扉検知
スイッチ２２２が本体２００内に設けられ、第３扉（またはカバー）２０５が開くと扉検
知スイッチ２２２が作動（実施例ではＯＦＦ）し、それによって制御部６１の動作によっ
て警報灯（ＬＥＤ等）２５７が点灯する。
【００３８】
　制御部６１の前面側には、制御部６１に電気コネクタ２２３で接続された回路基板６１
Ａが、第１扉（またはカバー）２０５の裏面に沿って略垂直に本体２００内に配置され、
この回路基板６１は制御部６１の一部を構成している。回路基板６１の前面には、その上
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部に扉検知スイッチ２２０が取り付けられ、中間部に警報灯２５７が取り付けられ、下部
に表示部２１４が取り付けられている。また、回路基板６１の前面の中間部には、左右に
離れてファンクションスイッチとして作用する第１スイッチ２２４と第２スイッチ２２５
が配置され、回路基板６１の裏面の下部にはリセットスイッチ２２６が配置されている。
また、電装部６０の下部には、メダル貸機ＭＫの電源スイッチ２２７が取り付けられてい
る。表示部２１４と警報灯２５７は、第２扉（またはカバー）２０６の透孔部を通してメ
ダル貸機ＭＫの前面から視認できるように、電装部６０の前側に配置された構成である。
【００３９】
　このため、扉検知スイッチ２２０、第１スイッチ２２４、及び第２スイッチ２２５は、
第１扉（またはカバー）２０５を開いたとき、本体２００の前面に露出するように前記第
１扉（またはカバー）の裏側で電装部６０の前側に配置され、第１扉（またはカバー）２
０５を開いた状態で、第１スイッチ２２４と第２スイッチ２２５は、本体２００の前面か
ら操作可能である。また、リセットスイッチ２２６と電源スイッチ２２７は、上記の配置
によって、第１扉（またはカバー）２０５の裏側で且つ下部に配置されているため、第１
扉（またはカバー）２０５を開いて操作できない。このため、第１扉（またはカバー）２
０５を閉じた状態で、第２扉（またはカバー）２０６を開き、メダル補給用に開放された
本体２００の前面開口から手先を差し込んで操作可能であり、リセットスイッチ２２６は
差し込んだ指で手前側に向けて操作し、電源スイッチ２２７は指で上方に向けて操作する
ように配置している。これによって、売り上げ集計とメダル送出枚数等の設定を終わった
後の確定操作と、リセットとを区別した操作ができると共に、不用意に電源ＯＦＦがされ
ないようになり、動作の安定化が図れるようになる。
【００４０】
　また、扉検知スイッチ２２０には、所定モードへの移行確定、即ち、実施例では売り上
げ集計表示モードを終了（解除）してから待機モードへの移行確定、並びに設定したデー
タの確定をしてから待機モードへの移行する確定機能を持たせている。即ち、第１スイッ
チ２２４は、１回の瞬時ＯＮ（２秒未満ＯＮ）により制御部６１の動作によって、当日の
売り上げ集計が表示部２１４に数字表示され、または、２秒以上ＯＮさせることによって
、前日の売り上げ集計が表示部２１４に数字表示されるようにしている。このため、第１
スイッチ２２４は、所定のモード選択スイッチである。表示部２１４が２桁の数字表示で
あれば、売り上げ集計額が例えば４万円の場合は、千円単位で４０と表示される。
【００４１】
　そして、この売り上げ集計表示モードを終了（解除）して、メダル貸機ＭＫが顧客の紙
幣挿入を待機する待機モードへ移行することを確定するためには、上扉２０５を閉じるこ
とにより扉検知スイッチ２２０が作動（実施例ではＯＮ）されるため、売り上げ集計表示
モードを終了（解除）し待機モードへの移行が確定する。このため、従来のように第２扉
（またはカバー）２０６を開いてリセットスイッチを操作する面倒さがないものとなる。
【００４２】
　また、設定事項（設定データ）を変更できるようになっている。例えば、１回の貸し出
しごとの送出（払い出し）メダル数の設定等のように所定の設定データ（設定事項）を設
定する設定モードにするためには、第１スイッチ２２４と第２スイッチ２２５を同時に所
定時間（実施例では３秒）押す（実施例ではＯＮ）ことによって、設定モードになる。即
ち、今まで送出（払い出し）メダル数が例えば５０枚に設定されていたものを例えば４５
枚に変更したい場合は、第１スイッチ２２４と第２スイッチ２２５を同時に所定時間（実
施例では３秒）押す（実施例ではＯＮ）ことによって、制御部６１の動作によって設定モ
ードになる。このとき、表示部２１４には５０が表示されるか、０が表示されるか、ある
いは他の数字が表示されるかは、予め定めた制御部６１のプログラムによって決まる。
【００４３】
　このようにして設定モードになった段階で、表示部２１４を見つつ第２スイッチ２２５
を順次押すことにより、表示部２１４の数字が順次変わり、設定したい数字（上記の４５
枚）になったとき、第２スイッチ２２５を押すことを止める。この段階では、まだ４５枚
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が確定されていないが、上扉２０５を閉じることにより扉検知スイッチ２２０が作動され
る（実施例ではＯＮ）ため、その信号が制御部６１へ入力され、制御部６１の動作によっ
てこの数字の確定がなされると共に、メダル貸機ＭＫが顧客の紙幣挿入を待機する待機モ
ードへ移行することが確定する。
【００４４】
　また、もう一つの設定事項（設定データ）を変更できるようになっている。例えば、メ
ダル貸機ＭＫの収容部（ホッパ）５へのメダルの補給が、第２扉（またはカバー）２０６
を開いて行なう手動補給タイプか、または、収容部（ホッパ）５内のメダル収納レベルが
所定値まで低下したことをセンサで検知して、自動補給装置（図示せず）によって自動補
給する自動補給タイプかの設定ができる。この場合も上記同様に、先ず第１スイッチ２２
４と第２スイッチ２２５を同時に所定時間（実施例では３秒）押して（実施例ではＯＮし
て）設定モードとする。この状態で、第１スイッチ２２４と第２スイッチ２２５の両方の
操作によって、または一方の操作によって、自動補給モードの設定コードか手動補給モー
ドの設定コードになるように、表示部２１４に表示される数字及びまたは英文字を見つつ
、所定の設定コードを選択する。この段階では、まだこの設定コードが確定されていない
が、上扉２０５を閉じることにより扉検知スイッチ２２０が作動される（実施例ではＯＮ
）ため、その信号が制御部６１へ入力され、制御部６１の動作によってこの設定コードの
確定がなされると共に、メダル貸機ＭＫが顧客の紙幣挿入を待機する待機モードへ移行す
ることが確定する。
【００４５】
　このような送出（払い出し）メダル数の設定や、メダル貸機ＭＫへのメダル自動補給の
設定か手動補給の設定のように、所定の設定データに設定した後、この設定データを確定
するためには、上扉２０５を閉じることにより扉検知スイッチ２２０が作動される（実施
例ではＯＮ）ため、その信号が制御部６１へ入力され、制御部６１の動作によってその確
定が達成され、且つメダル貸機ＭＫが顧客の紙幣挿入を待機する待機モードへ移行するこ
とが確定する。このため、従来のように、第２扉（またはカバー）２０６を開いてリセッ
トスイッチを操作する面倒さがないものとなる。なお、このような送出（払い出し）メダ
ル数の設定や、メダル自動補給か手動補給かの設定を行なった後、所定時間（例えば３０
秒）経ったとき扉検知スイッチ２２０が作動されていないとき（中扉２０６を閉じていな
い状態が継続したとき）は、自動的に制御部６１の中のタイマ動作によってその設定の確
定が行なわれると共に、メダル貸機ＭＫが顧客の紙幣挿入を待機する待機モードへ移行す
る。
【００４６】
　上記のように、第１扉（またはカバー）２０５が開いたことは扉検知スイッチ２２０が
検知し、制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥＤ等）２５７が点灯する。また、第２扉
（またはカバー）２０６が開いたことは扉検知スイッチ２２１が検知し、制御部６１の動
作によって警報灯（ＬＥＤ等）２５７が点灯する。また、第３扉（またはカバー）２０７
が開いたことは扉検知スイッチ２２２が検知し、制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥ
Ｄ等）２５７が点灯する。この場合、不正行為によって第３扉（またはカバー）２０７が
開かれて、メダル送出装置２が引き出されれば、収容部（ホッパ）５内のメダルが只取り
される。このときは、第３扉（またはカバー）２０７が開いたことを扉検知スイッチ２２
２が検知し、制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥＤ等）２５７が点灯すると共に、表
示部２１４にエラーコード（例えばＥ９）が表示される。
【００４７】
　また、何らかの原因でメダル送出装置２内でメダル詰まりが生じたときは、所定のセン
サでそれを検知し、制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥＤ等）２５７が点灯すると共
に、表示部２１４にその詰まった箇所を示すエラーコード（例えばＥ１）が表示される。
【００４８】
　このようなエラーコードの表示状態が発生し、そのエラー状態がチェックや修理等によ
って回復し、正規の動作に戻るときは、この表示部２１４のエラーコードの表示をリセッ
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トする必要がある。その場合は、第２扉（またはカバー）２０６を開いてリセットスイッ
チ２２６を操作することによって、制御部６１の動作によって警報灯（ＬＥＤ等）２５７
を消灯すると共に、表示部２１４のエラーコードの表示を消去して正規の表示状態に戻る
ことができる。
【００４９】
　上記のようなファンクション２２４、２２５と、異常モードのリセットスイッチ２２６
が、それぞれ第１扉（またはカバー）２０５と第２扉（またはカバー）２０６を開けて作
動する配置であるため、第１扉（またはカバー）２０５の開閉によって薄片識別装置１１
０に蓄積された紙幣等が取り出し可能となる重要な管理と、このような紙幣管理に関係し
ない異常リセット操作とを区別でき、管理上でも安全なものとなる。
【００５０】
　なお、メダル貸機ＭＫの動作モードは、上記に限定されず、他の種々のモードを設定し
表示することができ、また、第１スイッチ２２４と第２スイッチ２２５によって設定する
設定事項（設定データ）は、上記に限定されず、他の種々の設定事項（設定データ）であ
ってもよい。また、設定事項（設定データ）の種類によっては、第１スイッチ２２４と第
２スイッチ２２５の両方でなく、一方を設定モードへの切り換え用とし、他方を設定事項
（設定データ）の変更用とする場合でもよい。また、上記では、異常時には警報部２５７
によって警報し、表示部２１４によってエラーコードを表示しているが、いずれか一方と
することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明は、上記実施形態に限定されず、本発明の技術的範囲を逸脱しない限り種々の変
更が考えられ、遊技媒体貸機としてメダルの貸機に限らず、パチンコ玉の貸機であっても
同様であるため、種々の実施形態を包含するものである。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明に係るコイン状部材（メダル）貸機の正面図である。（実施例１）
【図２】本発明に係るメダル貸機の前面扉を外した状態の正面図である。（実施例１）
【図３】本発明に係るメダル貸機の内部構成を説明する縦断側面図である。（実施例１）
【図４】本発明に係るコイン状部材送出装置の送出ロータ部とその上方のコイン状部材の
収容部（またはホッパと称する）の構成を示す縦断側面図である。（実施例１）
【図５】本発明に係るコイン状部材送出装置の上面斜視図である。（実施例１）
【図６】本発明に係る第１扉（上扉）閉止状態における各種設定モード解除機能に係るフ
ローチャートである。（実施例１）
【図７】本発明に係るコイン状部材送出装置を備えたメダル貸機と遊技機の併設状態を示
す正面図である。（実施例１）
【図８】本発明に係るメダル貸機の前面扉を開いた状態の内部構成の説明斜視図である。
（実施例１）
【符号の説明】
【００５３】
　１・・・・遊技機
　２・・・・コイン状部材送出装置
　４・・・・ベース部材
　５・・・・コイン状部材の収容部（ホッパ）
　５Ａ・・・上側開口
　５Ｂ・・・下側開口
　５Ｆ・・・貯蔵容器（ホッパ）の前壁
　５Ｇ・・・貯蔵容器（ホッパ）の後壁
　５Ｈ・・・貯蔵容器（ホッパ）の左壁
　５Ｍ・・・貯蔵容器（ホッパ）の右壁
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　５Ｐ・・・貯蔵容器（第１貯蔵部）
　５Ｐ２・・第２貯蔵部
　７・・・・送出ロータ
　８・・・・電動機装置
　９・・・・回転軸
　１０・・・分離孔
　２０・・・送出ロータガイドリング
　６０・・・電装部
　６１・・・制御部
　１００・・コイン状部材
　１１１・・挿入口
　２００・・メダル貸機ＭＫの本体
　２０１・・本体２００の左側壁
　２０２・・本体２００の右側壁
　２０３・・本体２００の後壁
　２０４・・軸支持部
　２０５・・第１扉
　２０６・・第２扉（補給用前面扉）
　２０７・・第３扉
　２０８・・軸支持部
　２０９・・補給案内底板
　２１０・・補給案内左板
　２１１・・補給案内右板
　２１２・・施錠装置
　２１３・・施錠装置
　２１４・・数字表示部
　２２０・・扉検知スイッチ
　２２１・・扉検知スイッチ
　２２２・・扉検知スイッチ
　２２３・・電気コネクタ
　２２４・・第１スイッチ
　２２５・・第２スイッチ
　２２６・・リセットスイッチ
　２２７・・電源スイッチ
　２５７・・警報灯
　ＭＫ・・・メダル貸機
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